
（様式２）

１　指定管理者施設概要

～

２　利用実績等

　（１） 利用実績

①　利用者数 （単位：人）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計

令和７年度（Ａ） 31,246 30,243 31,983 32,286 31,218 31,967 31,834 29,643 30,224 27,560 24,794 30,405 363,403

令和６年度（Ｂ） 29,509 27,924 29,944 30,747 29,201 30,447 32,688 31,313 31,873 27,181 26,609 31,980 359,416

（Ａ）／（Ｂ） 1.06 1.08 1.07 1.05 1.07 1.05 0.97 0.95 0.95 1.01 0.93 0.95 1.01 

増減要因等

②　入館者数 （単位：人）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計

令和７年度（Ａ） 37,807 36,066 37,544 37,623 37,150 37,232 38,977 33,883 34,771 30,033 27,794 36,091 424,971

令和６年度（Ｂ） 35,286 35,817 37,249 37,792 34,737 36,177 39,093 36,785 39,238 30,558 30,302 37,408 430,442

（Ａ）／（Ｂ） 1.07 1.01 1.01 1.00 1.07 1.03 1.00 0.92 0.89 0.98 0.92 0.96 0.99 

増減要因等

③　開館日数 （単位：日）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計

令和７年度（Ａ） 28 28 28 28 28 28 28 28 28 25 21 28 326

令和６年度（Ｂ） 28 28 28 28 28 28 28 28 28 25 21 28 326

（Ａ）／（Ｂ） 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 

増減要因等

　（２） 利用料金収入 （単位：千円）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計

令和７年度（Ａ） 5,785 6,107 6,078 6,101 6,311 5,984 5,919 5,681 5,920 5,742 5,234 5,732 70,594

令和６年度（Ｂ） 5,210 5,542 5,451 5,645 5,819 4,785 4,820 5,075 5,672 5,030 4,757 6,425 64,231

（Ａ）／（Ｂ） 1.11 1.10 1.12 1.08 1.08 1.25 1.23 1.12 1.04 1.14 1.10 0.89 1.10 

増減要因等

管理運営状況等の評価シート（令和７年度分）

施設所管課 健康福祉課

名　　称 上三川いきいきプラザ

所在地 上三川町大字上蒲生127-１

名　　称 上三川いきいきプラザサポーターズ

代表者名 株式会社日本水泳振興会

住　　所 東京都中野区東中野３-18-12

指　定　期　間 令和5年4月1日 令和10年3月31日 ５年間

会員システムの入れ替えに伴い、会員の施設別利用実績を前年と同条件で比較することはできませんが、施設全体の
利用者数は増加しました。特にリラクゼーションルームでは、有効活用の取り組みが利用者に定着したことに加え、利
用環境の充実や認知度向上が奏功し、利用者数は前年度比で約1,000人増加しました。

利用料金の改定により、一部利用者の利用控えや来館頻度の低下が見られたことが、入館者数減少の一因であると
考えられます。一方で、施設の魅力向上やリラクゼーションルームの利用が定着したことにより、来館者一人当たりの
施設利用が促進され、延べ施設利用者数は前年度を上回りました。

令和7年度も計画通りの開館日数となりました。

券売機の更新に伴い販売を中止していたプリペイドカードをICカードとして再導入したことにより、入場料収入が増加し
ました。また、会費改定に伴い会費収入も増加しました。入館者数は前年度を下回ったものの、自主事業分を除く利用
料金収入は前年度を上回りました。

施設名

指定管理者



　（３） サービス改善の状況

３　管理運営状況 （※項目、評価内容は施設の状況等に応じ修正することとする）
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指定管理者 施設所管課

評価意見 評価意見
１．利用者の平等な利用の確保がなされた
か

２．職員の配置状況や勤務体制は適正で
あったか

３．職員に対して必要な研修等を実施し、資
質の向上に努めたか

４．施設の利用許可・制限及び料金の徴収
が適正に行われたか

５．設備等の点検・修繕・検査等は適切に行
われていたか

６．警備業務は適切に行われていたか

７．多目的広場の維持管理は適切に行われ
ていたか

８．長期修繕計画は適切に行われていたか

９．事故や災害等の危険防止に対する対策
が十分なされていたか

１０．個人情報の管理は適切に行われてい
たか

１１．適正な会計・経理事務が実施されてい
たか

１２．経費節減の取組みが行われていたか

１３．帳簿は適正に整備・保管されていたか

１４．今後も継続して運営可能な収支であっ
たか

１５．利用者へのサービス向上はなされたか

１６．設置目的達成に向けての取組み（事
業）はなされたか

１７．広告周知やＰＲにつとめたか

１８．適切な接客が行えたか

１９．教室・プログラムは利用者が満足できる
ものであったか

２０．利用者が設置目的を達成していると感
じる運営ができたか

会員システムを更新し、アプリによる振替手続きや施設からのお知らせの確認、レッスンスケジュールの閲覧が可能となるなど、利用者の利
便性向上を図りました。また、ホームページをリニューアルし、利用目的に応じた見やすい構成へ改善するとともに、最新情報を分かりやすく発
信しました。会費および施設利用料金の改定に当たっては、料金に見合ったサービスの提供を心掛け、レストランメニューの刷新や券売機の
更新に合わせたキャッシュレス決済の導入など、利用環境の充実に努めました。一方で、男性浴室脱衣所の空調故障やスタジオ空調能力の
低下が発生しましたが、冷風機や遮光フィルムを設置するなど、本格的な修繕までの応急対応を実施し、利用環境の維持に努めました。ま
た、「栃ナビ！」への掲載など情報発信を強化し、施設の認知度向上に取り組みました。

項目 評価内容

取組み

・会員システムの更新に合わせて
キャッシュレス決済およびICカード
を導入し、受付手続きの利便性向
上を図りました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・会員アプリを導入し、施設情報
の配信や振替手続き、欠席連絡
をスムーズに行えるようにしまし
た。
・リラクゼーションルームの利用促
進やレストランメニューの見直しな
ど、施設全体の魅力向上に取り
組みました。

・町民の健康維持及び増進に繋げ
るため、指定管理業務、自主事業
の両面から、積極的に事業に取り
組んでいた。
・会員アプリの導入や新たな自主事
業の検討など、利用者の利便性向
上のために積極的に取り組むこと
ができている。
・広告等についても新たな取組みが
あるため、今後も効果検証を行いな
がら効果的な実施となるよう進めて
いただきたい。

効果

・利用者一人ひとりのニーズに応じ
た丁寧な接客を心掛けるとともに、
安心して利用できる施設運営に努
めました。

・利用者アンケートや日々のご意見
を踏まえ、接遇の改善やサービス
品質の向上に継続して取り組みま
した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・アンケートにおける満足度の各項
目では、「満足」「やや満足」と回答
した割合が７５％以上と良好な数値
であったが、調査項目の中では「教
室・プログラム」の満足度が少し低
い結果となっている。

・心身の健康に寄与しているかの項
目は、「感じる」「やや感じる」と回答
した割合が約９０％と非常に高く、
設置目的を達成できていると考え
る。

基本的事項

・採用時の研修期間を十分に設
け、一人立ちのタイミングでマネー
ジャーによる確認を実施し、業務習
得状況の確認を行っています。
また、作業前ミーティングシートの
活用で、危険防止対策を実施して
おります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・トラブルが想定される利用者に対
しても毅然と粘り強く対応し、事件・
事故の未然防止に努めました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・日常点検での修繕が必要は箇所
を洗い出し、簡易なものについて
は、代表企業との協議により実施、
大規模なものについては計画修繕
の決議に基づき適切に実施いたし
ました。

・社内事故事例を会議体や資料に
て共有し、事故防止に対する意識
向上、対策の共有を行いました。

・業務の効率化や消耗品の在庫管
理を徹底し、経費節減に努めまし
た。サステナブルな社会の実現を
意識した取組を推進しました。

・物価や人件費の高騰が続く中、業
務の見直しや効率化を進めるととも
に、サービス品質を維持と安定した
施設運営の両立に努めました。

・指定管理業務、自主事業ともに検
査し、仕様書のとおりであることを
確認した。協定書等の基準を遵守
し、その水準に概ね沿った内容であ
り、適切な運営ができていた。
　各業務報告書については、より正
確な管理となるよう、記入等のルー
ルや管理者のチェック体制など、整
理して取り組んでいただきたい。

・職員の資質向上のための研修を
積極的に実施することができてい
る。部門ごとの研修も定期的に行
われているほか、接遇・マナー研
修、施設運営職員研修として安全
管理・リスクマネジメントに関する研
修など、全体研修も幅広く実施され
ている。

・修繕の実施については、町とも連
携の上で適正に実施することがで
きていた。
　設備の故障等で施設の運営に影
響が出ることを防ぐため、また、利
用者が安全に施設を利用できる環
境を維持するため、細やかな日常
点検と適切な情報共有をお願いし
たい。

・指定管理事業について、改善傾向
は維持できているものの引き続き収
支がマイナスとなっており、今度も
改善に向けた取組みが必要と考え
る。



●評価基準（評価項目）

評価

Ｓ

Ａ

Ｂ

Ｃ

●判定基準（総合評価）

指定管理者 施設所管課
総合判定 良好 総合判定 良好
〔努力した点・具体的な成果〕 〔評価すべき点〕

　従業員研修の内容を見直し、ペップトーク研修など新たな
研修を取り入れることで、従業員の接遇意識やサービス品
質の向上を図りました。また、新たなキャンペーンの実施や、
フィットネス会員へのタブレット端末導入によるペーパーレス
化を進めるなど、利用促進と利便性向上に取り組みました。
さらに、業務の効率化や環境負荷の低減を推進するととも
に、商工会主催イベントへの協力など地域貢献活動を継続
し、施設のPRにも積極的に取り組みました。町所管課とも積
極的に情報共有を行い、相互の連携強化に努めました。

　運営業務全体として、仕様書及び協定書に規定する基準を
遵守するとともに、運営上の課題に適宜対応していく姿勢によ
り、良好な運営体制を維持することができている。また、アン
ケート結果からは利用者が非常に高い割合で心身の健康に
寄与していると感じていることが分かり、設置目的の達成に繋
げる施設運営ができている。
　施設の利用促進と利便性向上に向けては、令和７年度にお
いても新たな取組みが検討・実施されており、意識を高く保つ
ことができている。施設の設置目的を達成するために取り組
み、効果につなげることができている点も評価できる。

〔改善すべき点〕 〔改善指導すべき点〕
　物価高騰や賃金水準の上昇により、運営経費は年々増加
しており、依然として厳しい経営環境が続いています。収支
は改善傾向にあるものの、社会情勢の変化による影響は大
きく、引き続き効率的な施設運営が求められます。また、利
用者層の変化に伴い、多様なニーズへの対応がこれまで以
上に必要となっています。安定した施設運営を継続するため
には、時代に即したサービスを提供し、利用者満足度の向
上に継続して取り組む必要があります。
　施設の老朽化については、長寿命化を見据えた計画的な
修繕・改修を町と連携しながら着実に進め、安全で安心して
利用できる施設環境の維持に努めてまいります。

　指定管理事業の収支としては赤字決算となっており、経営
の安定が継続課題となる。昨年度に続いて前年度比では赤
字額を減らすことができているほか、自主事業の黒字は維持
できており、収支改善のための取組みによる成果は出ている
と考えるため、今後も更なる取組みがされることを期待した
い。
　本施設は開館してから約１８年が経過しており、建物や設備
において経年による劣化が生じている。その中で利用者の安
心・安全や快適さを保つためには、日常の清掃、点検・保守業
務等の適正な実施が要となるため、グループ内で共通意識を
もって取り組んでいただきたい。

評　価　基　準

（優良）協定書等の基準を遵守し、その水準よりも優れた内容であり、管理運営
や利用者サービス等の向上において十分な成果が確認できる。

（良　好）協定書等の基準を遵守し、その水準に概ね沿った内容である

（課題含）協定書等の基準を遵守しているが、内容の一部に課題がある

（要改善）協定書等の基準が遵守されておらず、改善の必要な内容である

   ※協定書等とは、協定書、仕様書及び年度計画書等を指します。

判定 判　定　基　準

優　良   すべてがＡ以上であり、Ｓが４割以上である

良　好 　８割以上がＡ以上である

課題含 　すべてＢ以上である

要改善 　評価項目にＣがふくまれている

総合評価


